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令和７年度　入学者募集要項

Ⅰ　入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー）
　⑴　学習や特別活動に主体的、意欲的に取り組む生徒を募集します。
　⑵　地域と社会に関心を持ち、多様な考えを理解しようとする生徒を募集します。
　⑶　自分の将来に明確な目標を持ち、自己実現に向けて努力する生徒を募集します。

Ⅱ　課程・学科及び入学定員

　　

Ⅲ　前期（特色）選抜
　１　志　願　資　格
　　⑴　令和７年３月に県内の中学校、これに準ずる学校又は義務教育学校（以下「中学校」という。）
　　　を卒業する見込みの者のうち、本校が定める出願要件を満たしている者。
　　⑵　合格した場合は、入学が確約できる者。

　２　出　願　要　件
　　　本校のアドミッション・ポリシーを理解し、次の要件⑴および⑵に該当する者。
　　⑴　成績評定に係る要件
　　　　国語・社会・数学・理科・外国語の各評定（最大25）と、音楽・美術・保健体育・技術家庭の
　　　各評定を２倍したもの（最大40）の合計（最大65）が40以上の者。
　　⑵　その他の要件
　　　　次の①～⑥のいずれか一つ以上に該当する者。
　　　①　生徒会活動において、生徒会長、副会長、事務局長、各種委員長を務めた者。
　　　②　スポーツ活動において、県大会出場または地区大会３位以上の実績をあげた者。
　　　③　文化的活動において、県大会以上の大会で入賞（入選）した者。
　　　④　資格の取得に取り組み、実用英語技能検定、日本漢字能力検定、実用数学技能検定のいずれ
　　　　かで３級以上を有する者。
　　　⑤　ボランティアまたは地域活動において、校外の団体に所属しこれまで活動した経験を有する者。
　　　⑥　①～⑤には該当しないが、これらの要件に係る活動に意欲的に取り組んだ者。

　３　出　願　手　続
　　⑴　出願に必要な書類
　　　①　共通に必要な書類
　　　　ア　前期（特色）選抜入学願書
　　　　　入学者選抜手数料として2,200円の山形県収入証紙を入学願書に貼る。ただし、消印はしな
　　　　いものとする。
　　　　イ　調査書
　　　②　個別に必要な書類
　　　　ア　自己申告書
　　　　　進路等相談を踏まえ、本校校長がその提出を認めたときのみ提出する。
　　　③ その他の書類
　　　　ア　評定概況
　　　　　中学校長が作成し、本校校長に１部提出する。ただし、特別支援学校からの志願者について
　　　　は、提出を要しない。
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　　⑵　受　付　期　間
　　　　　令和７年１月20日（月）から１月24日（金）の９時から16時（12時から13時30分を除き、最
　　　　終日は12時）までとする。郵送の場合でも締切日時まで必着とする（郵送の場合は簡易書留郵
　　　　便とし、返信用切手460円分〔郵送料110円及び簡易書留料金350円分〕を貼った出願者本人の
　　　　在籍中学校長あての返信用定形長３号封筒を同封する）。
　　⑶　提　出　要　領
　　　　　志願者名を記した公文書を添えて、在籍中学校長を経由して提出すること。また、取消しや
　　　　締切り前の変更は、必ず公文書を添えて行うこと。
　　⑷　進 路 等 相 談
　　　　　中学校長は、必要がある場合は、令和７年１月16日（木）17時までに、本校校長に健康及び
　　　　身体の状況について相談を行うことが望ましい。

　４　作文及び面接
　　　　志願者について、次により作文及び面接を実施する。
　　⑴　検査日時　　令和７年２月３日（月）
　　　　　　　　　　集合場所　本校控室（検査室及び控室は、当日受検者入口に掲示する）
　　　　　　　　　　集合時間　 ８：40～ ９：10
　　　　　　　　　　作　　文　 ９：30～10：20
　　　　　　　　　　面　　接　10：40～11：50（予定）
　　⑵　内　　容
　　　①　作　文　　字数は300字以上500字以内とし、時間は50分、下記のテーマ例のような内容と
　　　　　　　　　する。
　　　　（作文テーマ例）　
　　　　　ア　高校生活で頑張りたいことについて
　　　　　イ　中学校生活で頑張ったことについて
　　　　　ウ　あなたの住んでいる地域の好きなところについて
　　　　　エ　あなたの将来の夢について
　　　　　オ　あなたの長所と、それを生かして取り組んだことについて
　　　②　面　接　　受検者８名以内の集団面接で、時間は12分程度、下記の質問例のような質問を３
　　　　　　　　　～４程度行う。
　　　　（面接質問例）　
　　　　　ア　本校を志望した理由について
　　　　　イ　中学校で最も頑張ったこと（印象に残ったこと）について
　　　　　ウ　高校で最も力を入れたいことについて
　　　　　エ　好きな教科とその理由について
　　　　　オ　苦手な教科と、あなたなりの克服方法について
　　⑶　携 帯 品　　受検票、筆記用具（一般入学者選抜と同様）、上履き、腕時計
　　　　　　　　　　※ 検査場に時計はありません。

　５　選　　　　抜
　　　調査書、面接、作文等の結果を総合して行う。

　６　選 抜 規 準
　　「調査書（学習の記録、学習の記録以外）：集団面接：作文」の配点比率＝７：１：２

　７　面接及び作文の評価の観点と評価の段階
　　⑴　面　接
　　　①　評価の観点
　　　　ア　将来の目標が明確である。
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　　　　イ　積極性や向上心を持っている。
　　　　ウ　アピール力がある。
　　　②　評価の段階
　　　　　観点ごとにＡＢＣ３段階
　　⑵　作　文
　　　①　評価の観点
　　　　ア　課題を把握、理解している。
　　　　イ　根拠をもとに意見を述べている。
　　　　ウ　文章の表現力、構成力がある。
　　　②　評価の段階
　　　　　観点ごとにＡＢＣ３段階

　８　選抜結果の通知
　　　令和７年２月10日（月）必着で、中学校長あて「前期（特色）選抜結果通知書」及び合格内定者あ
　　て「合格内定通知書」を中学校長に送付する。
　　　ただし、合格者の発表は、令和７年３月17日（月）に行う。

　９　志願変更の手続
　　　本校の前期（特色）選抜に漏れて、一般入学者選抜を志願する場合は次の手続きをすること。
　　　ただし、私立高等学校への志願変更あるいは、以降志願を行わない場合は手続きを要しない。
　　⑴　本校の一般入学者選抜を志願する者は、入学者選抜手数料の納付は要しないが、新たに一般入
　　　学願書を提出する。なお、先に交付された受検票を、中学校長を経由して、一般入学願書ととも
　　　に本校校長あて提出する。その際、新たに受検票の交付を受けるものとする。
　　⑵　他の高等学校に志願変更を希望する者は、先に交付された受検票を貼った志願変更願を、中学
　　　校長を経由して本校校長あて提出する。この際交付される書類を添付し、一般入学願書を中学校
　　　長を経由して志願変更先高等学校に提出する。なお、郵送による受理及び交付は行わない。

Ⅳ　一般入学者選抜
　１　志　願　資　格
　　⑴　令和７年３月に中学校、これに準ずる学校又は義務教育学校を卒業見込みの者若しくは中等教
　　　育学校の前期課程（以下「中学校」という。）を修了（以下「卒業」という。）する見込みの者で、
　　　令和７年度推薦入学者選抜、中高一貫教育における連携型入学者選抜及び前期（特色）選抜にお
　　　いて合格内定していない者。
　　⑵　中学校を卒業した者。
　　⑶　学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第95条の各号のいずれかに該当する者。

　２　出　願　手　続
　　⑴　出願に必要な書類
　　　①　共通に必要な書類
　　　　ア　一般入学願書
　　　　　　入学者選抜手数料として2,200円の山形県収入証紙を入学願書に貼る。ただし、消印はし
　　　　　ないものとする。
　　　　イ　調査書
　　　②　個別に必要な書類
　　　　ア　自己申告書
　　　　　　進路等相談を踏まえ、本校校長がその提出を認めたときにのみ提出する。
　　　　イ　学区外高等学校志願許可書
　　　　　　県教育委員会に「学区外高等学校志願許可願」を提出し許可を受けた者が、本校に志願す
　　　　　るとき。
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　　　　ウ　前期（特色）選抜受検票
　　　　　　本校の前期（特色）選抜に漏れた者が、本校に志願するとき。
　　　　エ　推薦入学者選抜願書の写し、連携型入学者選抜願書の写し又は前期（特色）選抜入学願書
　　　　　の写し
　　　　　　他校の推薦入学者選抜、連携型入学者選抜又は前期（特色）選抜に漏れた者が、本校に志
　　　　　願するとき。
　　　　オ　在籍高等学校長の志願承諾書
　　　　　　高等学校に在籍のまま志願するとき。
　　　③　その他の書類
　　　　ア　評定概況
　　　　　　中学校長が作成し、本校校長に１部提出する。ただし、県外からの志願者及び特別支援学
　　　　　校、令和５年度以前の卒業者からの志願者については、提出を要しない。
　　⑵　受　付　期　間
　　　　令和７年２月17日（月）から２月21日（金）の９時から16時（12時から13時30分を除き、最終日
　　　は12時）までとする。郵送の場合でも締切日時まで必着とする（郵送の場合は簡易書留郵便とし、
　　　返信用切手460円分〔郵送料110円及び簡易書留料金350円分〕を貼った出願者本人の在籍又は出
　　　身中学校長あて返信用定形長３号封筒を同封する。
　　⑶　提　出　要　領
　　　　志願者名を記した公文書を添えて、在籍又は出身中学校長を経由して提出すること。また、取
　　　消しや締切り前の変更は、必ず公文書を添えて行うこと。

　３　学　力　検　査
　　⑴　検査日時　　令和７年３月７日（金）
　　　　　　　　　　集合場所　　本校控室（検査室及び控室は、当日受検者入口に掲示する）
　　　　　　　　　　集合時間　　 ７：50～ ８：20
　　　　　　　　　　国　　語　　 ８：50～ ９：40（50分）
　　　　　　　　　　数　　学　　10：00～10：50（50分）
　　　　　　　　　　社　　会　　11：10～12：00（50分）
　　　　　　　　　　理　　科　　12：50～13：40（50分）
　　　　　　　　　　外 国 語　　14：00～14：50（50分）
　　　　　　　　　　（英語）　　（14：00から約10分間はリスニングテスト）
　　⑵　携 帯 品　　受検票、鉛筆（シャープペンシルを含む）、消しゴム、定規、コンパス、鉛筆削
　　　　　　　　　　り、昼食、上履き、腕時計
　　　　　　　　　　 ※　鉛筆（シャープペンシルを含む）の芯の濃さは２Ｂ、Ｂ、ＨＢとし、シャープペンシルの
　　　　　　　　　　　　　　芯の太さは0.5mm以上とする。
　　　　　　　　　　　 ※　検査場に時計はありません。
　　　　　　　　　　受検に際して次の物は検査室に持ち込んではならない。
　　　　　　　　　　・ 下敷、筆入れ、シャープペンシルの芯ケース、コンパスケース
　　　　　　　　　　・ 公式や法則等の書いてある筆記用具
　　　　　　　　　　・ 分度器又は分度器のついた定規
　　　　　　　　　　・ 計算機能や英単語表示機能、通信機能等の付いた腕時計等の電子機器類
　　　　　　　　　　・ その他、検査の公正を欠くおそれのある物
　　　　　　　　　　連絡手段として持参した携帯電話、スマートフォンについては、校内では電源を
　　　　　　　　　切り使用してはならない。

　４　追　　検　　査
　　⑴　対象者
　　　　志願者のうち、次の①～②のいずれかに該当し、３月７日実施の学力検査（以降、本検査とい
　　　う）の受検ができず、追検査の受検を希望する者。ただし、本検査を一部でも受検した者は、原
　　　則として追検査の対象とはならない。
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　　　①　インフルエンザ等の感染症に罹患するなどし、本検査を受検できない者。
　　　②　真にやむを得ない理由により、本検査を受検できない者。
　　⑵　受検の手続
　　　　追検査の受検を希望する者は、次の①～②の連絡等を行う。
　　　①　本検査が受検できないと判明したら、速やかに在籍又は出身中学校長に連絡する。
　　　②　上記⑴①の場合、医師の診断書を、上記⑴②の場合、本検査を受検できない理由を証明する
　　　　書類を、在籍又は出身中学校長が定める期日まで在籍又は出身中学校長に提出する。
　　⑶　追検査の内容及び日時等
　　　①　学力検査等について
　　　　　内容は上記「３　学力検査」に準ずる。
　　　②　検査日時
　　　　　令和７年３月12日（水）学力検査（時間は本検査に同じ）
　　　③　検査会場
　　　　　本検査会場と同じ。
　　⑷　追検査の選抜における取扱い
　　　追検査の結果と本検査の結果は同等に扱う。

　５　選　　　　抜
　　⑴　選抜は、調査書及び学力検査の成績等に基づき、本校の教育を受けるに足る能力・適性等を判
　　　定して行う。
　　⑵　調査書中の第３学年の各教科の評定合計と学力検査の成績の比率は３：７とする。

　６　合 格 発 表
　　⑴　日　　時　　令和７年３月17日（月）15時
　　⑵　方　　法　　合格発表は、「合格者受検番号一覧」を合格発表専用Webサイトに掲載するととも
　　　　　　　　　に正面玄関に掲示する。なお、合格発表専用Webサイトへのアクセス方法について
　　　　　　　　　は、後日、受検票とともに配付する。「合格通知書」は個人あてに送付する。

　７　個人情報の提供
　　　　受検者の個人情報（学力検査の教科別得点）の提供は、合格発表後
　　　郵送により行う。
　　　　個人情報（学力検査の教科別得点）の提供希望者は、入学願書に郵
　　　送による個人情報（学力検査の教科別得点）の提供希望の有無を記入
　　　の上、返信用定形長３号封筒（簡易書留郵便とし、出願者本人の住所
　　　・氏名を記入の上親展扱いとし、返信用切手460円分〔郵送料110円
　　　及び簡易書留料金350円分〕を貼ったもの）を提出すること。

Ⅴ　そ　の　他
　　　令和７年度入学予定者オリエンテーションを令和７年３月24日（月）
　　13時30分から行う。

Ⅵ　参 考 資 料
　１　スクール・ミッション
　　　校訓「修誠」のもと、単位制の普通科高等学校として、主体的かつ探究的な学びを通して自己実
　　現を図り、たくましく生きぬく力や他者と協働し次代の変化に柔軟に対応する知・徳・体の調和の
　　とれた豊かな人間力を養うことで、地域を支え社会をリードする人材を育成します。
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　２　教育課程の概要

　３　部 活 動（令和６年度）
　　⑴　体育部　　弓道、剣道、ソフトボール（女子）、卓球、ソフトテニス、バスケットボール、
　　　　　　　　　バドミントン、バレーボール（女子）、フェンシング、陸上、サッカー、野球
　　⑵　文化部　　放送・演劇、絵画、茶華道（茶道、華道）、音楽（吹奏楽、弦楽、声楽）、食物
　　　　　　　　　書道、文芸、英語、科学　　　（ソフトボール、放送・演劇、弦楽、文芸は募集停止）

　４　入学後の諸経費等について（令和６年度実績）
　　⑴　入学料　5,650円
　　⑵　授業料　118,800円（年額）
　　　　※ 就学支援金制度の対象となる生徒は、原則、授業料の納付が不要です。
　　⑶　諸会費等（修学旅行積立金を含む）　約166,100円（１年次）
　　⑷　教科書代等（辞書代を除く）　約29,500円
　　⑸　制服代　　男子　約70,500円　　女子　約71,700円
　　⑹　体育用品　　約21,200円


